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トマス・ハーデイの小説に見る宇宙と極地
上山 泰
はじめに
トマス・ハーデイ (Thomas Hardy, 1840-1928) を研究するに際しては，
研究の関係で主要な作品にかたよりがちであるが，主要な作品はもちろん
全作品を研究することが必要であると思う。ここでは宇宙についてはあま
り研究が進んでいない『塔上の二人」 (Twoon a Tower, 1882)をとりあげ，
極地についてはよく研究されている『帰郷』 (TheReturn of the Native, 
1878)の二作品を取扱いたい。
ハーデイの作品を見るとき，その視野は広<. 歴史的には先史時代まで
さかのぼり，地理的にははるか北極や南極の極地にも通じ，天文学的には
広大な宇宙にも通じている。このたびは作品によってハーデイの見る宇宙
と極地を考察してみたい。
1 トマス・ハーディの小説に見る宇宙
トマス・ハーデイの『塔上の二人』においては天体を観測する主人公ス
ウイジン・セント・クリーヴ (SwithinSt. Cleeve)の通った塔は望遠鏡に
よって宇宙に通じている。
ハーディは 1881年6月25日に新しい彗星が地球をかすめるのを見た。
またその年にグリニッジ天文台を訪れて資料を収集している。これらにも
とづいて『塔上の二人」という小説を書いている。したがってこの作品に
よってハーデイの天文学に関する知識や，広大な宇宙的視野を読みとるこ
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とができる。
主人公スウイジンが天体を観測した塔は，ロビンソンの漂着した絶海
の孤島のように人里からはなれたあまり人が訪れないところに建ってい
る。従って彼は現実の村と人とかかわりのない塔の二つの世界を行き来し
て生活している。
ハーディは作品を書くにあたってスウィジンという天文，天候にかかわ
りのある人名を主人公に用いていることによってもこの作品の意義を理解
することができるだろう。
我が国では 7月7日に牽牛星と織女星が年に一度天の川を渡って相会う
ことを祝う七夕の節旬がある。願いごとを書いた短冊を笹につけて祈ると
願い事がかなえられるといわれている。このように我が国でも昔から神秘
的な天や星には神が宿っていると考えていたのであろう。
イギリスでは 7月15日が聖スウィジンの日 (St.Swithin's Day) という
祭日になっている。ウィンチェスター寺院の司教であったスウイジンの墓
を改葬すると雨が降り続いたために再び改葬すると雨が止んだといわれて
いる。それ以来この日が雨であれば以後40日間雨が降り続き，晴れてい
れば40日間晴天であるということになっている。
中世の科学者も気象の変化を調べるために天文の観測を行っていた。こ
の日に太陽と星の測定をした気象暦を作って，種まきや収穫を行ったり旅
行計画もたてていた。ハーディが主人公にスウイジンという名をつけてい
ることは，このようなことも年頭においていたと思われる。
スウイジンが天体を観測した塔は， 4,50エーカーの耕作地に孤立する
植林地の中にあり，広大な平原の小島のようで，人々が生活する村からは
あまり離れてはいないが，村人は 3,40年の間訪れたことはない。彼はこ
の塔で天体を観測していたので，望遠鏡により天や宇宙につながっていた。
『帰郷』のエグドン・ヒースのように天は人間の運命を支配すると考えら
れていた。
塔はモミの木に覆われたそれほど高くない円形の丘の上にある，古代建
築の円柱に似た朽ちかけた石造りの塔であった。彼は鉛板でふかれた塔の
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屋上で望遠鏡を据えて天体を観測していた。 5年間来たことはなかったが，
所有者のコンスタンティン・ヴィヴィエット夫人 (LadyConstantine 
Viviette)の夫ブラウント・コンスタンティン卿 (SirBlount Constantine) 
の曽祖父が，アメリカの独立戦争で亡くなったため 1782年に建てられた。
スウイジンは曽祖父の時代から塔の管理をまかされ，今も鍵を預ってい
た。天体に関心があったので，よくこの塔を訪れ，屋上で観測していた。
夫人がはじめて塔を訪れた折に，誰もいないと思って屋上に上ると，望
遠鏡を熱心にのぞいている青年に出会う。これが二人の運命的な出会であ
り，以後彼女はよくこの塔を訪れることになり，親密になって行く。はじ
めは望遠鏡であったが，彼女は後によりよく観測のできる赤道儀を贈って
据えつけたために更によく観測できるようになった。彼女の年齢は 28,9 
歳で，彼は20歳であった。
塔は世間と没交渉の場所であったので彼は観測と研究に専心して，いろ
いろの発見をすることができた。
最も偉大な発見は変光星に関するものであった。彼は夫人に自分の発見
した内容をのべている。
「もし御一緒に歩けたら，その発見の本当のところを説明しましょう。
それは双子座のカストル星が時折緑色になる理由や，いろいろ不合理
なことを説明することになります。私は星の運行については，コペル
ニクスのようになりたいと言いました。そうなりはじめたのです。し
かし誰も知らないのです。」 1)
しかし書評を読むとアメリカの天文学者が3月前にこのことを発見して
いたことが分かったのは全く残念なことであった。
彼は宇宙に通じている望遠鏡を通して見た天空についてのべている。
「人間的な感情のない怪物，即ち広大なものです。遂にある人が星や
その空間を考察し，怪物より更に恐ろしいもの，すなわち形も分から
ないぐらい大きいものがあることに気づきました。そのような怪物は
空の何もない荒涼とした場所です。」 2)
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このように彼が観測している広大なものは人間的な感情のない恐ろしい
ものであり，更に恐ろしい何もない場所である。また広大な宇宙に対して
人間は何と小さいかを感じた。
仲間に対する以上に無限の広さに益々接近すると，二人は直ちにそ
の美しさと恐ろしさを理解した。二人は自分自身の小さい存在と，ニ
人が向う見ずにもとびこんだ宇宙の広大さの対比を次第に強く感じ，
遂に二人は一つの観念としては対処できず，悪夢のように二人の頭上
にかかわった広大なものが存在することに圧倒された。 3)
このように広大な宇宙には人間の運命を支配するものがあると考える。
例えばこのように星を観測していると，運命が支配して彼の命を救ったこ
ともある。ある時彼は重病にかかった。この時彼は 19世紀最大の 1811年
の彗星が現れることを知った。彼は彗星を見たい気持が非常に強かったた
めに，病気が回復して生命が救われた。
星が運命を支配することは村人ものべている。
「もし二人が惑星を観測するこの塔上にずっと長く一緒にいると，惑
星がやがて二人の運命を支配するだろう。」 4)
その言葉通りに彼は塔で恋に目ざめる運命になった。彼は彼女に言っ
た。
「それは覚醒です。頭上の天を考えて，私は気づきませんでした。」 5)
恋に目ざめたスウイジンについて運命により変質させられたことがのベ
られている。
抽象的な天文学者をこのように熱烈な恋人に変質させた錬金術は平
凡な恋男にするために前途有望な若い科学者をだめにしたと言わねば
ならないのか？ 短い一夜のうちに変化させたということができるだ
ろう。 6)
36 
上山 泰
塔で愛に目ざめた後の二人の行動は塔の外の現実的な惟界で行われるこ
とになる。また夫人が最後を迎える運命になったのは宇宙に通じるこの塔
であった。
観測を終えケープタウンから帰った翌朝スウイジンはウエランド
(Welland)の館へは行かずに塔に直行した。塔には彼女と 3歳位の息子が
いた。彼女はやつれて生気は失われ別の女性のようであった。 5年の歳月
は彼女を老いさせた。「時」が復讐したのである。彼はもう彼女を愛して
はいなかったが，言った。
「僕はあなたと結婚するために来ました。そしてそのつもりです。」 7)
彼女は喜びのあまり悲鳴をあげ，しっかりと彼の首につかまり，彼の腕
の中で倒れた。彼女はそこでぐったりと横になり，生気が消えてしまった。
このようにして彼女はこの塔で天に召されたのである。
塔の外の現実の世界についてのべてみたい。二人は塔と村を行き来して
生活していた。塔の中では二人は親しくしていたが，塔の外では人目をさ
け，親しいふりを見せずに暮さねばならなかった。
スウイジンは近くの村で 80歳位の祖母のグラニー・マーティン
(Granny Martin) と数歳若いお手伝いのハナ (Hannah) と共に住んでい
た。コンスタンティン夫人は1マイルほどはなれた荘園を横切ったところ
にあるウエランド館に住んでいた。
夫人は 18ヶ月前に夫が南アフリカで死んだことが分かったので，別々
に出かけてバースで落ち合い，人に知られないように結婚式をあげた。し
かし夫が更に 1年あまり生きていたことが分り，結婚は無効になった。彼
は25歳になるまで結婚しなければ大伯父の遺産として 21歳以後年金600
ポンドが与えられることになった。彼女は彼を台なしにしたことを悟り，
25歳まで結婚を待つつもりで彼と別れ，外国へ観測に行くように勧めた。
そのため彼はケープタウン，ヨーロッパ，アメリカヘと天体観測に行っ
た。
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彼女はスウイジンの子供をみごもったこともあり， 50歳位のメルチェ
スター寺院の主教であるカスバート・ヘルムズデイル (Cuthbert
Helmsdale) と結婚して，自分を忘れ二度と会わないように彼に手紙を出
した。
3年後彼女の夫の死を知った彼は観測の成果を出版するために帰国し
た。翌朝塔で変わりはてた彼女に会ったが，彼女は喜びのあまり息をひき
とった。
ハーディはこのように宇宙に通じている塔での生活と，外の現実の世界
での生活を組み合わせて作品に描いている。
このようにハーデイの宇宙への関心は非常に強く，序文にもあるように，
「星のある途方もない大きい背景に対して，無限に小さい二人の人間の感
情的な経過を対比すること」 8)によって人間の卑小な存在の偉大さをのベ
ようとしたのである。
ハーデイの宇宙への関心は他の作品にものべられているので例をあげて
おきたい。
『ダーバヴィル家のテス」 (Tessof the d'Urbervilles, 1891)においては，
馬車の中でテス (Tess)が弟のエブラハム (Abraham)に星についてのベ
ている。
あの輝く星はどれくらい遠いのだろうか。神は星の向う側におられ
るのだろうか，と彼は尋ねた。しかし時おり，彼の子供らしい話は造
化の不思議より更に強く彼の想像力に印象を与えたものにもどってき
た。もしテスが立派な紳士と結婚して金持になったら，星をネトルク
ウム・タウトあたりまで近く引きよせるくらい大きな望遠鏡を買える
ほどのお金をもつのだろうか。 9)
『狂おしき群をはなれて』 (Farfrom the Madding Crowd, 187 4)には星の
運行によって時刻を知ることがのべられている。
北極星はまさに風の目の中にあった。そして夕方以後大熊座はその
まわりを外側に来た方に回り，彼は今子午線と直角のところにいる。
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星の色の相違はイギリスでは見るより読むほうが多いが，ここでは実
際に見ることができる。」 10)
ハーディはこのように作品の中で宇宙についてのべているが，ハーデイ
も引用しているように「父なる神は天国の塔より見下せり」 11) に見られる
宇宙，天には神が宿っているという懐疑的な見方がある。その面をハーデ
ィは解明したいと思ったであろうが，現在は科学によって更に解明されて，
宇宙や極地に向かって人類の行動範囲が広がっているのである。
2 トマス曇ハーディの小説に見る極地
ハーデイの小説に見る極地，即ち北極や南極の考え方について，『帰郷j
に描かれたエグドン・ヒース (EgdonHeath) を参照しながら考察を進め
たい。
ハーディは生家の近くにひろがっているヒースの生い茂った荒野を「エ
グドン・ヒース」と名づけて作品の舞台にしている。この荒地は現実の野
原であるが，作品では神秘的で人間の運命を支配する圧倒的な力をもった
存在として描いている。エグドンは町や村の近くにあるが，現代文明から
かけはなれていて，太古からかわらない昔のままの自然の姿であり，ある
意味では極地にも通じるものがある。『塔上の二人」における塔は望遠鏡
によって宇宙に通じているように，エグドンは極地から飛来した渡り鳥に
よって極地とつながっている。ハーディはまだ人の足跡のおよばない土地
がこれからの観光地になるであろうことを予測してのべている。
シューリー (Thule) にある荒涼とした荒地も新しいテムペの谷
(The Vale of Tempe)になるかも知れない。人類が若い頃には陰気で
不愉快さをおびた外界を人間の心は次第次第に共感するようになるか
も知れない。 12)
シューリーはギリシア，ローマの人たちが北極地方にあると考えた寒い
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島である。古くは冒険家ピテアスが北極のこの島の話をもち帰り， 9世紀
にはアイルランドの僧ディキュイトルもこの島を立証している。またテン
ペの谷はギリシアの北のテッサリーにある美しい渓谷で，名勝地であり理
想の地であると考えられていた。このような土地には人が訪れていないの
で，まだそのよさが分からないのである。
荒野，海，山の抑制された崇高な美しさが人類の中の更によく考え
る人々の気持にまったく調和する自然美になるような時代が，実際に
はまだ来ていないが，近づいているように思われる。そして遂に，ま
ったく平凡な旅行者にとっても，アイスランドのような場所が，今日
南欧のブドー園や天忍果園が旅行者にとってこのような場所になるか
も知れない。 13)
このようにハーディは名勝地と思われていない土地のよさについてのベ
ている。作品の中でデイゴリー・ヴェン (DiggoryVenn)が見た渡り鳥は
極地からやってきたので，エグドン・ヒースもまた鳥により極地につなが
っていることになる。
現に彼の目の前には，野生の真鴨 北風の土地から帰り着いたば
かりの真鴨がいた。この鳥は北国の知識をたくさん持って来た。氷河
の大破壊，猛吹雪のエピソード，きらめく北極光の色合い，天頂の北
極星，足元に眠るフランクリンの死骸など この鳥の知識の内容は
すばらしかった。 14)
サー・ジョン・フランクリン (SirJohn Franklin, 1786-1847)はイギリ
スの探検家で第二回目の北極探検中に凍死したが， 12年たって遺体が発
見された。ハーディはこのような事実も作品に引用している。
工グドン・ヒースは自然の野原であると共に人間味をもった生きた野原
であり，偉大で神秘的な，人間の運命を支配するものとして描かれている。
従って人間にたとえられ，表情についてのべられている。
ながらく離れたところで暮していた人々のように，孤独がその顔つ
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きからあらわれているように思われた。それはいろいろ悲劇の可能性
をほのめかしている淋しい顔であった。 15)
また人間関係についてのべられている。
華美なものより厳粛なものによって強烈さはより強くうち出され
る。そのような強烈さはここでは冬の暗さや嵐や霧によってあらわれ
た。その時，エグドンは相互関係に目ざめる。というのは嵐がその愛
人となり，風が友となった。そういう時ここは不思議な亡霊の住居と
なった。 16) 
その衣服については単調であるが，人間に対する風刺がこめられてい
る。
文明はその敵であった。植物の発生以来，その土地はいつも同じ昔
からの，自然で変らない特別に織った褐色の衣服をまとっていた。そ
の尊敬すべき衣服には人間の虚栄心に対する一脈の風刺がこもってい
た。 17) 
この極地にも通じているエグドンを舞台にしてドラマが展開される。登
場人物の中で，この土地のよさを知り，土地を愛する者にとっては親しい
故郷となり，幸福な結末となるが，土地を嫌悪する者にとっては悲劇的な
最後をとげる。
主人公クリム・ヨーブライト (ClymYeobright)はパリの宝石商として
成功したが，学校を開いて故郷の人々のために盛くしたいと考えて帰郷す
る。これに反し女主人公ユーステシア・ヴァイ (EustaciaVye) はクリム
と結婚すれば嫌っているエグドンを脱出してパリに行けることを夢見てク
リムと結婚することになる。ユーステシアにとってエグドンは死者の国と
もいえる冥界 (Hades)であった。
ヒースの意味をきわめずにヒースに住むことは相手の言葉を習わず
に外国人と結婚するようなものであった。 18)
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彼女はエグドンでは孤独であり，淋しさをまぎらすため恋を恋する女に
なり，クリムと知り合う以前にはデーモン・ワイルデーヴ (Damon
Wildeeve) という以前技師であったが今は居酒屋を営む放蕩的な青年を恋
の相手にした。彼もまたヒースを嫌悪している。二人はのべている。
「ヒースは私の十字架，私の恥辱，私の死となるでしょう。」
「僕もまた憎悪する。」 19)
工グドンの好悪が正反対のため，夫のクリムと離反した彼女はある夜ワ
イルデーヴの馬車でパリに向けてエグドン脱出をはかる。しかし途中で金
を持参するのを忘れたことに気がつく。彼女は運命が自分に逆らってきた
ことに強く怒り，逆上して叫んだ。
「ああ，こんな意地悪い世界に私を投げこむなんて，何と残酷でし
ょう。私は多くのことができたのに。しかし私の制御できないものに
よってそこなわれ， くじかれ，押しつぶされたの！ ああ，『天Jに
対して悪いことをまった＜何もしていないのに『天」はこんな苦痛を
私にしかけるなんて，何とひどいことをするのでしょうか。」 20)
遂に彼女は川の堰に身投げをする。その音を聞いて救助するためにクリ
ムとワイルデーヴが流れに飛びこんだ。三人はあとで救い上げられたが，
ユーステシアとワイルデーヴは死にクリムは生命をとりとめる。クリムは
後にエグドンで説教師となる。
このように冥界のエグドンはまた人々が生活している現実の村でもあ
り，親しい故郷としての面をもっている。エグドンが故郷であり，愛着に
かられ，故郷の人々のために盛くしたい一念でパリから帰郷したクリムを
工グドンを憎悪するユーステシアと対照的に主人公に配している。従って
ユーステシアとは反対にクリムにとってエグドンは元気づけられ，慰めら
れるところである。
ユーステシア・ヴァイの荒野に対するいろいろの嫌悪の念をすべて
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取って，そのままその気持を愛着に置きかえるとクリムの心が分る。
彼は歩きながら，この広々とした風景を眺めて喜んだ。 21)
このようにエグドンは嫌悪する者にとっては冥界であり，愛着をもつ者
にとってはなつかしい故郷となる二面性をもっている。したがって同じ土
地に住む好悪反対の二人にとっての運命は対照的になる。結婚してはじめ
て土地に対する好悪が反対であることが分ったのである。
工グドンの二面性について脇役について考察したい。
工グドンに愛着をもつ者を代表してトマシン・ヨーブライト (Thomasin
Yeobright) をあげたい。彼女はクリムの従妹で，両親はなく，伯母のヨ
ーブライト夫人とブルームズ・エンド (Blooms-End)で暮している。ワ
イルデーヴと結婚するが，後にはデイゴリー・ヴェンと結ばれる。エグド
ンは彼女にとって親しい土地であった。
ユーステシアのように，彼女は空に悪鬼を見たり，草むらや木の枝
に敵意を感じたりすることはなかった。顔をうつ雨滴はさそりではな
くて散文的な雨であった。全体としてのエグドンはまった＜怪物では
なくて，一般的な解放された土地であった。 22)
「私はどうしても街には住めなかったわ！ エグドンは馬鹿げた古い
場所ですわ。でも私はここに慣れているのよ。だから他の場所ではま
った＜幸福になれないでしょう。」 23)
このようにエグドンに親しみをもっていたので彼女は幸福になれたので
ある。
実直な青年のデイゴリー・ヴェンは酪農場主であったが， トマシンに失
恋して以来紅穀屋に身をおとして荒野駒にひかせた幌馬車にのってエグド
ンをまわり荒野をよく知っているので，いろいろの場所に突如現われて
人々のためにつくしている。最後には元のハンサムな姿にもどりトマシン
と結婚した。
工グドンに親しみをもっている人と対照的にエグドンを嫌悪する人，エ
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グドンにはそまらない別の世界の人物は悲劇的な最後をとげる運命にな
る。
放蕩的な人物で居酒屋を経営していたワイルデーヴはトマシンと結婚す
るが，ユーステシアの恋人になり，二人でエグドン脱出をはかって悲劇的
な最後をとげる。
クリムの母ヨーブライト夫人 (Mrs.Yeobright)はブルームズエンドに
住んでいる農場主の未亡人である。気位の高い副牧師の娘であり，エグド
ンに住んでいるが，エグドンには合わない別の世界の人物のようである。
したがってクリムの家を訪れた帰途にまむしにかまれて死ぬ定めになっ
た。
このように極地に通じているエグドンは好悪によって人の運命を左右す
る土地としてのべられている。
おわりに
以上宇宙と極地に通じている土地をハーディが描いた二つの作品によっ
て考察した。
二作品のなかで『塔上の二人』についてはハーディが彗星を見たことそ
のために天文台での研究にもとづいている。『帰郷jについてはハーデイ
が 19歳の時に発行されたチャールズ・ダーウィン (CharlesRobert 
Darwin, 1809-82)の『種の起源』 (Onthe Origin of Species, 1859)の影響を
受けているものと思われる。エグドン・ヒースが親密感と嫌悪感によって
人間の運命が定められるという考え方は，適者生存のダーウィンの考え方
に通じるものがあると思われる。自然の盲目的な威力はその土地を好む者，
即ち環境に適するものが生存し，その土地を嫌悪する者，即ち環境に適さ
ないものが死すべき定めとなる。エグドンの自然の盲目的，圧倒的な力の
前には人間の力は空しいことはダーウィンの考え方に通じていると思われ
る。
ハーデイの研究は数多くなされているが，最初に『ハーディ研究』
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(Study of Thomas Hardy, 1936) をあらわしたのはおそらく D・H・ロレ
ンス (D.H. Lawrence, 1885-1930)であろう。この中に『帰郷』における
荒野の意義がのべられている。
この作品で悲劇の真の要素は何であるか。それはヒースなのだ。そ
れは原始的な根本的な大地であり，そこでは本能的な生命がもり上っ
てくる。その本能の，深く荒々しく渦巻くところに，悲劇を動かした
現実があった。 24)
作品の背景としてロレンスは両作品についてのべている。
これがハーディ小説にいつも現れる啓示である。すなわち生命と活
気のある偉大な背景があり，その上を動く人間より，その背景の方が
重要な意味を持つ。『帰郷』では暗い情熱的な工グドンから人間生活
のより小さい図式が引き出される。『森林地の人々」では葉の生い茂
った，樹液に満ちた情熱や情緒から，『塔上の二人」では底知れぬ
星々から引き出される。 25)
ハーディが予見していたように人類は実際に宇宙にも行くことになっ
た。アメリカで 1967年7月16日に打ち上げられたロケットのアポロ 11
号は 21日に月に着陸し，アームストロング船長は月に降りたった。その
後アポロ 12号， 14号， 16号， 17号と続いて人間を月に送り続け，計12
人の飛行士を月に着陸させた。アポロ計画のあとはスペースシャトルがう
ち上げられている。
旧ソ連も宇宙ステーション「サリュート」が 1971年に打ち上げられ，
その後20年間続いた。その後も打ち上げが続いている。
わが国でも現在ロケットを打上げている。
また 21世紀になって宇宙への観光客もあらわれたようである。やがて
は安い費用で宇宙旅行ができる日がやってくるであろう。
極地については国際的に協力して南極での観測がはじまってから半世紀
がたっているが， 17カ国が参加している中で，日本も昭和基地を作って
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観測を行っている。
また南極への観光旅行や冒険旅行も行われていて，南極地点へ行く旅，
最高峰の登山，スキーなどで年間 1万5千人位が11月末から 3月末まで
の夏のシーズンに訪れている。
北極へはまだ観光旅行は行われていないようであるが，冒険家による北
極点到達の旅はよく行われているようである。
このようにハーディが懐疑的な気持をもちながら追求し，またこれから
の観光地になると予測した宇宙や極地は予測した通りに次第に科学的に解
明されて行き，また次第に人々が訪れるようになりつつある。
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